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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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IL6Q; gp80; CD126; HIES5; IL-6R; IL6RA; IL6RQ; IL-1Ra; IL-6RA; IL6QTL; IL-6R-1
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DAB (2 &% CD126 Y7 A mAb #(FRAL /857 « VEIRE MNIPEEAG O RIEH
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	製品名: CD126マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インターロイキン6（IL6）受容体複合体のサブユニットをコードしています。インターロイキン6は、細胞の増殖と分化を制御し、免疫応答において重要な役割を果たす強力な多面的サイトカインです。IL6受容体は、このタンパク質と、他の多くのサイトカインにも共通する受容体サブユニットであるインターロイキン6シグナル伝達因子（IL6ST/GP130/IL6-beta）からなるタンパク質複合体です。IL6とこの受容体の産生異常は、多発性骨髄腫、自己免疫疾患、前立腺がんなど、多くの疾患の病因に関与しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。この遺伝子の偽遺伝子は9番染色体上にあります。[RefSeq提供、2020年8月]
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Jurkat (1)、MOLT4 (2)、Raw264.7 (3)およびTHP-1 (4)細胞溶解物に対するCD126マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CD126マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD126 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD126 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD126 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD126 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した U937 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD126 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD126 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

